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論 文 内 容 の 要 旨 
 
申請論文は、ケースアドボカシーに着目したケアマネジメントのサービス調整機能に焦点を当て、
その調整機能に関する実践内容の構造と実践を向上させる関連要員を実証的に明らかにしている。
序章では、研究の背景並びに問題の所在について整理を行い、研究目的の設定を行っている。第 1
章では、文献研究で社会福祉学分野におけるアドボカシー概念の歴史的変遷を概観し、アドボカシ
ー概念の整理を行っている。そして、ケースアドボカシーに着目したサービス調整機能を「情報獲
得支援」、「意思表明支援」、「サービス評価支援」、「苦情解決支援」の 4つに整理している。 
第 2章では、第 1章で示した 4つのサービス調整機能について、介護支援専門員を対象とした量
的交差を行っている。その結果、4つの機能が仮設通りには抽出されず、一部の項目を入れ替えて、
「自己表明に向けた環境整備」、「苦情解決に向けた利用者との協働」、「サービスの適切性保障」、「利
用者利益の保護的媒介」となった。 
第 3章では、サービス調整機能に関連する要因分析を行うために、「利用者への働きかけ」「職場
内・外との協働体制構築」という変数を独立変数として重回帰分析を行っている。その結果、「主
体性を尊重した利用者理解」と「サービス提供機関との連携」が、「サービス調整」に関する 4因
子全てと正の関連があることが判明した。 
第 4章では、構造方程式モデリングを用いて「ケースアドボカシーに着目したサービス調整」に
関する仮設モデルの顕彰を行っている。その結果、因果関係モデルのデータ適合度は、それぞれ統
計学的水準を満たしており、因子構造モデルの構成概念妥当性が検証されている。そして、サービ
ス提供機関との連携は、ケースアドボカシーを伴う実践で非常に重要な要因であると結論付けてい
る。 
終章では、研究全体の総括を行い、ケースアドボカシーを伴うサービス調整に関する実践を向上
させるための提言をまとめている。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
申請論文は、社会福祉学分野のケースアドボカシーについての様々な議論を整理し、介護支援
専門員が行うケースアドボカシーに着目したサービス調整機能の実践の内容やその実践の向上に
関連する要因について、これまであまり見られない実証的な方法で明らかにしている。釈迦福祉
学分野におけるケースアドボカシーに関する研究は、理念的な研究や文献研究が多く、実証的な
研究はあまり多くない。しかし、本論文では、ケースアドボカシー概念の歴史的変遷を概観しな
がら、ケースアドボカシーについての概念整理を丁寧に行い、抽象的なケースアドボカシーにつ
いての概念から具体的な概念へと演繹的に検証している。そして、最終的に、構造方程式モデリ
ングを用いて、ケースアドボカシーに関する概念の構成概念妥当性及び信頼性（内的一貫性）の
顕彰を行っている。このような丁寧な概念検証（妥当性及び信頼性の検証）を行った点は、高く
評価ができる。さらに、本論文では、ケースアドボカシーに関する概念整理および概念検証のみ
に留まらず、その関連要因を明らかにし、その研究結果に基づいて、ケースアドボカシーを伴う
ケアマネジメント実践の向上を目指すための提言がなされている。そこでは、本研究で得られた
結果から今後の社会福祉実践及びケアマネジメント実践の向上に役立つ具体的な実践的含意が示
され、示唆に富んだ提言が行われている。これらの点も本論文を高く評価できる点である。した
がって、本審査委員会は、申請論文が博士（学術）の学位に値するものであると認めた。 
  
 
